
　
次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時

　
４
月
16
日
㈬

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　

余
市
中
央
公
民
館

◆
定
員　

６
人

　
　

（
１
人
の
相
談
時
間
は
30
分
）

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

　
余
市
町
役
場
　
総
務
課

　
　
℡
21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

　

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）、
予
備

自
衛
官
補　

（
一
般
・
技
能
）、
幹
部

候
補
生
（
一
般
・
歯
科
・
薬
剤
）、

医
科
・
歯
科
幹
部
を
募
集
し
て
い
ま

 

無
料
法
律
相
談
所
開
設

す
。

　

応
募
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
小
樽
地
域
事
務
所

　
℡
０
１
３
４

－

22

－

5
5
2
1

 

し
尿
収
集
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

　

し
尿
収
集
料
金
が
、
平
成
26
年
４

月
１
日
か
ら
、
消
費
税
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
20
ℓ
あ
た
り
現
行
１
３
０

円
か
ら
１
３
４
円
に
改
定
さ
れ
ま

す
。

【
問
合
わ
せ
先
】

　
北
後
志
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　
　
　
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
22

－
４
４
８
９

　

 

警
察
官
募
集
！

 

　
正
義
を
仕
事
に
し
ま
せ
ん
か
？

　
平
成
26
年
度
（
第
１
回
）
北
海
道

警
察
官
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間　

　

４
月
１
日
㈫
～
４
月
16
日
㈬

　

（
電
子
申
請
は
４
月
11
日
ま
で
）

◆
第
１
次
試
験
日

　

５
月
11
日
㈰

◆
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

　

５
月
23
日
㈮
予
定

 

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す

余市警察署からのお知らせ
～山菜採りによる事故防止～

　例年、春に山菜の愛好家が行者ニンニクやタケノコ採りのために

入山し、道に迷ったり、沢に転落する事故が起きています。

　慣れた山でも、油断すると「危険な落とし穴」があることを忘れ

ないで、山菜採りを楽しみましょう。

　　　　　　　　

　　　【問合わせ先】　余市警察署　℡ ０１３５－２２－０１１０

【山菜採りを行う際の留意事項】

　◇ 家族に行き先地と帰宅時間を知らせる。

　◇ 単独での入山を避け、二人以上で声をかけ位置を確認する。

　◇ 服装を目立つ色にする。

　◇ 携帯電話、非常食、水、熊鈴、笛を携行する。

　◇ 迷った時は落ち着いて行動をする。

【ヒグマに逢わないための留意事項】

　◇ ヒグマの出没時間を確認する

　◇ 出没情報のある場所

　◇ 野山には仲間と入り、一人にならないようにする。

　◇ 鈴を鳴らすなど、音で人の存在や接近をヒグマに知らせる。

　◇ 早朝、夕方、悪天候などで薄暗いときは、野山に入らない

◆
採
用
予
定
人
数

　

男
性
Ａ
区
分　

１
６
５
名

　

男
性
Ｂ
区
分　

６
０
名

　

女
性
Ａ
区
分　

３
５
名

　

女
性
Ｂ
区
分　

１
５
名

◆
受
験
資
格

 

【
学
歴
】

　
Ａ
区
分
…
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

　
　
　
　
　

学
を
卒
業
し
た
者

　
Ｂ
区
分
…
Ａ
区
分
以
外
の
者

 

【
年
齢
】

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

◆
採
用
予
定

　

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降

【
問
合
わ
せ
先
】

　
余
市
警
察
署

　
℡
22

－

０
１
１
０

公　表

一般廃棄物処分手数料収納事務の委託について

　
　地方自治法施行令第 158 条第１項の規定によ
り、次の者に一般廃棄物処分手数料収納事務を
委託したので、同条第２項の規定により公表す

る。

　平成 26 年３月 29 日

　　　　　　　　　積丹町長　松　井　秀　紀

１．委託した者の住所及び氏名

　住所  積丹郡積丹町大字美国町字小泊 224 番地
　氏名  ㈱菊地組　代表取締役社長　村　木　　靖

２．委託期間

　自 平成26年４月１日 ～ 至 平成27年３月31日

一般廃棄物処理手数料収納事務の委託について

　
　地方自治法施行令第 158 条第１項の規定によ
り、次の者に一般廃棄物処理手数料収納事務を
委託したので、同条第２項の規定により公表す

る。

　平成 26 年３月 29 日

　　　　　　　　　積丹町長　松　井　秀　紀

１．委託した者の住所及び氏名

　住所　積丹郡積丹町大字美国町字大沢 313 番地
　氏名　積丹町商工会　会長　山　本　俊　三

２．委託期間

　自 平成26年４月１日 ～ 至 平成27年３月31日
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　大人も子供もみんなで

防火の輪を広げ、火事を

出さない、出させないよ

うにしましょう。

　

か
つ
て
北
海
道
に
は
、
国
鉄
（
現

Ｊ
Ｒ
）
や
私
鉄
、
さ
ら
に
開
拓
民
や

貨
物
の
輸
送
に
活
躍
し
た
村
営
・
町

営
の
簡
易
軌
道
等
、
鉄
道
路
線
が
網

の
目
の
様
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

道
内
の
鉄
道
の
歴
史
は
、
明
治
13

年
（
１
８
８
０
年
）
に
手
宮
～
札
幌

間
が
開
通
し
た
幌
内
鉄
道
に
始
ま
り

ま
す
。
積
丹
町
周
辺
で
は
、
明
治
35

年
に
、
当
時
の
北
海
道
鉄
道
に
よ
り

然
別
～
蘭
島
間
が
開
通
し
、
２
年
後

の
明
治
37
年
に
は
、
函
館
～
小
樽
間

（
現
函
館
本
線
）
が
開
業
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
８
年
に
は
、
余
市
駅

か
ら
黒
川
町
・
警
察
署
前
、
浜
中
町

等
の
各
駅
を
経
て
、
現
在
の
中
央
水

産
試
験
場
付
近
に
あ
っ
た
浜
余
市
駅

に
至
る
、
余
市
臨
港
鉄
道
が
開
業
し

て
い
ま
す
。
同
線
は
、
鰊
等
の
貨
物

を
輸
送
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
ま
し

今月の担当は・・

た
が
、
開
業
し
た
頃
に
は
鰊
の
漁
獲

量
が
減
少
し
て
お
り
、
主
に
旅
客
輸

送
に
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
輸
送
量
の
低
迷
に
よ
り
、
僅
か

７
年
後
の
昭
和
15
年
に
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
余
市
臨
港
鉄
道
が
、
歴

史
上
、
積
丹
町
に
最
も
近
付
い
た
旅

客
鉄
道
で
し
た
。

　

積
丹
半
島
に
お
い
て
鉄
道
を
敷
設

す
る
計
画
は
記
録
に
残
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
建
設
を
求
め
る
運
動
は
行

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

大
正
末
期
～
昭
和
初
期
に
活
動
し

て
い
た
積
丹
半
島
鉄
道
漁
港
期
成
会

に
よ
る
「
余
市
・
余
別
間
鉄
道
敷
設

請
願
書
」
で
は
、
函
館
本
線
余
市
駅

か
ら
分
岐
し
、
古
平
・
美
国
・
入
舸

を
経
て
余
別
に
至
る
積
丹
半
島
縦
貫

路
線
の
建
設
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
鉄
道
建
設
の
理

由
と
し
て
、
沿
線
の
鰊
漁
場
か
ら
の

貨
物
輸
送
に
必
要
で
あ
る
こ
と
、
新

た
な
漁
場
を
開
拓
で
き
る
こ
と
、
農

業
・
林
業
・
畜
産
業
等
、
新
た
な
産

業
開
発
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
当
時

計
画
中
の
漁
港
修
築
の
際
に
物
資
輸

送
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
想
定
さ
れ
て
い
た
旅

客
数
は
年
間
12
万
８
千
人
、
輸
送
貨

物
量
は
同
11
万
ト
ン
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
鉄
道
建
設
請
願
活
動
の

背
景
に
は
、
貧
弱
な
道
路
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
交
通
事
情
に
よ
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
住
民
の
離
散
と
町
の
衰

退
を
招
き
か
ね
な
い
と
い
う
危
機
感

も
あ
り
ま
し
た
。
請
願
書
で
は
、「
本

線
の
敷
設
は
殖
産
興
業
を
促
進
す
る

に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
の
み
な
ら

ず
、地
方
の
生
命
に
係
る
重
要
問
題
」

と
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
余
市
臨
港
鉄
道
が
僅
か

の
期
間
で
廃
止
さ
れ
た
よ
う
に
、
鰊

漁
の
低
迷
に
よ
っ
て
、
余
市
～
余
別

間
の
鉄
道
建
設
が
具
体
化
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
勾
配
に
弱

い
鉄
道
を
積
丹
半
島
へ
敷
設
す
る
こ

と
は
、
技
術
的
に
極
め
て
困
難
で

あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
着
工
さ
れ
た
と
し
て
も
、
長
い

戦
争
の
時
代
に
入
り
、
完
成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
こ
の
鉄
道
が
実
現
し
て
い

た
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
風
景
が

広
が
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
鰊

漁
の
全
盛
期
、
余
市
駅
に
は
荷
馬
車

が
殺
到
し
、
鰊
は
次
々
と
貨
物
列
車

で
出
荷
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
美
国
駅

や
入
舸
駅
、
余
別
駅
も
同
様
の
活
況

を
呈
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、貨
物
輸
送
に
と
ど
ま
ら
ず
、

小
樽
・
札
幌
方
面
か
ら
の
直
通
列
車

が
運
行
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
運

ば
れ
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

歴
史
に
「
も
し
も
」
は
あ
り
得
ま

せ
ん
が
、
積
丹
町
に
鉄
道
が
存
在
し

た
ら
、
と
想
像
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

積
丹
い
ろ
い
ろ

積
丹
い
ろ
い
ろ

　

ま
ち
の
歴
史
再
発
見
！

教育委員会生涯学習課

文化財保護主事　阿
あ べ

部　剛
たけし

鉄
道
敷
設
の
請
願

　４月 20 日より 30 日までの 11 日間「消すまで

は 心の警報 ＯＮのまま」を統一標語に、春の火

災予防運動が全道各地で一斉に実施されます。

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎え、

道民一人ひとりが火の取扱いに十分気を付けると

ともに、地域ぐるみで防火の輪を広げ悲惨な焼死

や貴重な財産の損出をもたらす火災を防ぐことを

ねらいとして実施されているものです。

【問合わせ先】総務部危機対策局危機対策課消防グループ

　　　　　　　℡　０１１－２０４－５００９

春の全道火災予防運動を実施します
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日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

  ６日（日） 小 嶋 内 科 余市町黒川町 22-2245

13 日（日） 林 病 院 余市町山田町 22-5188

20 日（日） よ い ち 北 川 眼 科 医 院 余市町黒川町 22-1308

27 日（日） 池 田 内 科 ク リ ニ ッ ク 余市町黒川町 23-8811

29 日（火） 黒川町整形外科クリニック 余市町黒川町 22-2447

４月の余市管内休日当番病院等

■
発

行
・編

集
／

積
丹

町
企

画
課

　■
印

刷
／

㈱
毛

利
印

刷
　　〒

0
4
6
-0

2
9
2
　北

海
道

積
丹

郡
積

丹
町

大
字

美
国

町
字

船
澗

4
8
番

地
5

　
 0

1
3
5
－

4
4
－

2
1
1
1
／

Ｆ
Ａ

Ｘ
 0

1
3
5
－

4
4
－

2
1
2
5

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://w

w
w

.to
w

n
.sh

a
k
o
ta

n
.h

o
k
k
a
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o
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E
-m

a
il　k

o
u
h
o
@
to

w
n
.sh

a
k
o
ta
n
.h
o
k
k
a
id
o
.jp

１㈫ ●びくに保育所入園式（9:30～）

２㈬ ●みなと保育所入園式（10:00～）

４㈮ ●平成26年札幌しゃこたん会定例総会（札幌市）

６㈰ ●春の全国交通安全運動（15日まで）

７㈪
●美国小学校入学式（10:00～）

●美国中学校入学式（13:30～）

●各小中学校始業式

16 ㈬ ●乳幼児健診（9:30～ 総合文化センター）

19 ㈯ ●水中展望船運航開始予定

20 ㈰ ●春の全道火災予防運動（30日まで）

 「◆」は、別に参加者募集のお知らせをします。
※都合により日程が変更になる場合がありますので、
　ＩＰ電話や回覧などでお確かめ下さい。４月のこよみ

世帯数／1,213世帯（－１）

人　口／2,387人  （＋２）

　男　／1,126人  （＋１）

　女　／1,261人  （＋１）

－４月の俳句－
（美国踏青俳句会）

（ゼロ）

慶 

弔 

録

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

文芸だより

●転入／4人(＋２）●転出／2人(＋１)

●出生／1人(－１）●死亡／1人(－３)

平成26年２月28日現在､(　)内は前月比

患
者
食
に
ひ
と
粒
灯
る
冬
苺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
成
田
智
世
子

マ
ニ
キ
ュ
ア
の
爪
の
先
よ
り
春
来
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
藤
原
　
わ
子

友
送
る
友
の
形
見
の
も
ん
ぺ
は
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
来
　
和
子

水
温
む
豆
腐
に
臍
の
あ
り
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　 

山
口
　
笑
子

積
雪
の
病
院
空
に
点
り
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
東
　
　
美
知

雪
下
す
あ
と
幾
度
か
と
話
し
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
江
　
幸
子

耳
を
立
て
炬
燵
に
横
寝
の
猫
の
レ
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
谷
　
知
子

大
き
口
の
並
び
し
鱈
の
睨
み
を
り
　
　
　 

　 

　
　
　
　
　
　
　
河
岸
　
悟
郎

息
白
く
前
行
く
友
を
追
ひ
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
岸
　
栄
子

鱈
汁
の
四
個
の
目
玉
啜
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
寺
　
　
猛

カ
ラ
フ
ル
な
バ
ス
の
来
て
ゐ
る
雪
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死亡交通事故 の日

《後志第１位》

《全道第３位》

4,946日達成

（平成26年３月１日現在）

交通安全はみんなの願い
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             ご協力ありがとうございました　
ふるさと応援・寄付金

匿名希望（美国町）　　　　　　　　　　　１００，０００円

匿名希望（札幌市）　　　　　　　　　　　　３０，０００円

藤田　三雄　様（札幌市）　　　　　　　　 氏名のみ公表

匿名希望（札幌市）　　　　　　　　　　　　２０，０００円

匿名希望（稚内市）　　　　　　　　　　　　１０，０００円

大平　源一　様（札幌市）　　　　　　　 　氏名のみ公表
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